
 

 

 

 

 

 

『水ぬるむ春』 

 校長  小林 誠 

梅の花が咲き始めました。先日の３年生の卒業遠足の移動中のバスからも、あちこちの丘の梅の

木が色づいているのがみられました。この冬は寒い日が続きましたが、２月も末になり、やっと春

らしくなってまいりました。個人的には、朝の洗面の水の冷たさが和らいできたことに春の訪れを

感じています。皆様は、身近などんなことに春を感じているのでしょうか。 

 ３月９日は、第43回卒業証書授与式を執り行います。102名の３年生がみたけ台中学校を卒業す

るとともに、義務教育を終えて、それぞれの進路に向けて一歩を踏み出します。前途に幸多かれと

願っております。新型コロナウイルス感染症のまん延防止等重点措置は終わっている予定ですが、

感染防止のため今回もご来賓はお招きせず、ご家族の参列も各ご家庭一名とさせていただきます。

多くの方たちに見守られ、育てていただいた３年生たちの晴れ姿を見ていただけないのがたいへん

残念であり申し訳ありませんが、時節柄ご理解ください。３年生には、卒業式練習の初めに、「卒

業式を直接見ていただけない方たちにも、皆さんの成長した立派な姿を見ていただくつもりでこれ

からの練習に臨んでください」と、話をさせていただきました。 

 さて、今年度で３か年の中期学校経営方針が終わり、来年度からはまた、新たな３か年計画が始

まります。本校では、新教育課程におけるICT機器を活用した新しい授業や評価を進める一方、こ

の２年間のコロナ禍で地域や小学校、あおば支援学校との交流が進まなかった点を考慮し、学校教

育目標「めざします! いきいきと楽しく笑顔あふれる学舎(ま

なびや)を!!」は継続しつつ、細かい重点取組分野や具体的取

組をブラッシュアップしていくことにしました。生徒だけでは

なく教職員も、そして保護者や地域の方たちも、皆が『いきい

きと楽しく笑顔あふれる』学校になるよう、努めてまいります。 

 

 本校では、感染対策をとりつつ「学校を止めない」よう取り

組み、幸い第 6 波においては学級閉鎖などの措置をとること

がありませんでした。これもひとえに、ご家庭・地域のご協力

のおかげです。今年度も残りひと月となりましたが、引き続き

のご理解・ご協力をお願いいたします。 
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 2 月 18 日（金）に、１・２年生の読み聞かせを行いました。

図書委員の生徒や学年の職員が、各クラスの生徒に絵本を読み聞

かせる活動です。豊かで温かい読書体験につなげることや、今後

のお読書への意識を高めることを目的に行っています。 

 どのクラスも集中して聞き、改めてほんの楽しさを味わってい

ました。 

2月22日（火）5・6校時に2年生が、2月

28日（月）1・2校時に3年生が3月1日（火）

5・6校時に1年生が、体育館で百人一首大会を

行いました。実施前後の消毒や声の出し方など、

感染症に配慮しながらの実施となりましたが、こ

れまでの練習の成果を生かし、熱い戦いを繰り広

げました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

２月２４日（木）に、3年生は卒業遠足を行いました。冬の寒さの残る風と、春を感じる柔らかな日差し

の中、バスでよみうりランドへ出かけました。 

園内ではグループで活動し、中学校生活最後の校外学習

を、思い出に残る一日として過ごすことができました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生の様子 

３年生の様子 
１年生の様子 



学校薬剤師の永田浩美先生が、横浜市学校保健表彰において、表彰されました。永田先生には、日頃の

校内の衛生管理だけでなく、学校保健委員会や喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育、職業講話で講師としてご

指導いただいています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和3 年度の本校の教育活動について、1月の保護者の皆様にWeb上で学校評価アンケートを行いま

した。約69％の方から回答をいただきました。ご協力ありがとうございます。 

今年度も新型コロナウイルス感染症まん延防止のため、多くの活動が縮小されたり変更となったりしま

したが、できることを工夫しながら教育活動を進めて参りました。保護者の皆様においても、学校に来てい

ただく機会を十分にもつことができませんでしたが、アンケートでは、どの項目も「そう思う」「どちらか

といえばそう思う」合わせ 72％～98％の良い評価をいただきました。一方で、教育課程や行事、生徒指

導等についての率直なご意見もいただきました。いただいたご評価、意見は、真摯に受け止め、学校教育目

標の実現に向け、職員一同取り組んで参りたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

 


